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船舶事故調査報告書 

 

                               令和６年３月６日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 浸水 

発生日時 令和５年１２月５日 ０４時００分ごろ～０６時０５分ごろの間 

発生場所 沖縄県名護市辺野古
へ の こ

埼北北西方沖 

 長島灯台から真方位３１６°１.２海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯２６°３２.０′ 東経１２８°０２.８′） 

事故の概要 作業船第三十七協栄丸は、係留中、機関室等に浸水した。 

第三十七協栄丸は、機関室等の濡損等を生じた。 

事故調査の経過 令和５年１２月１３日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。  

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

  

 

作業船 第三十七協栄丸、１９トン 

 ２９５－３７２９６沖縄、協栄海事土木株式会社（Ａ社） 

 １２.９３ｍ（Lr）×５.１７ｍ×２.０６ｍ、鋼 

 ディーゼル機関２基、１,１０３.２５kＷ（合計）、平成７年１０月 

 （写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長 ６２歳 

 一級小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２９年６月８日 

  免許証交付日 令和４年５月１７日 

         （令和９年６月７日まで有効）  

 死傷者等 なし 

 損傷 機関室等に濡損、左舷船尾部外板に破口及び亀裂（図１参照） 
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 気象・海象 船長及び本船が係留した台船の船長による１２月５日０６時００分ご

ろの観測値 

気象：天気 曇り、風向 北西、風速 約３.０m/s、視界 良好 

海象：波向 東南東、波高 約１ｍ 

本事故発生場所の北西方１０.５km に位置する名護特別地域気象観

測所における１２月４日及び５日の観測値は、次のとおりであった。 

  項目 

日時 
天気 

風向・風速 
平均 最大瞬間 

風向 
風速 

（m/s） 
風向 

風速 
（m/s） 

12月 4日 
15:00 雨 東北東 2.6 東北東  5.6 

19:00 曇り 東南東 4.1 東南東 10.8 

22:00 雨 南東 9.6 南東 16.7 

12月 5日 
01:00 雨 南東 9.1 南東 14.1 

03:00 曇り 南 6.0 南  9.1 

06:00 曇り 北西 3.0 西  5.0 

気象庁発表の天気図によれば、１２月４日夜から５日朝にかけて、

沖縄県沖縄島付近を低気圧及び停滞前線が西から東へ通過していた。

（図２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 天気図（１２月５日０３時） 
  

     

水没した後部甲板                  排水後の機関室 

図１ 本船の損傷状態 

船尾側 

船首側 

右舷主機 左舷主機 

船首 後部甲板 機関室 

船舶所有者提供 
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 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、令和５年１２月４日の昼間、辺野

古埼の北北西方から東北東方にある名護市大浦湾において、埋め立て

用の砂利を積載した台船をえい
．．

航するなどの運航を行い、１４時  

００分ごろ辺野古埼北北西方沖１,６００ｍ付近に錨泊していた別の

台船（以下単に「台船」という。）に係留作業を行った。 

本船は、船首を西方に向けた錨泊中の台船の右舷中央部に、船首を

西方、船尾を大浦湾の方向に向けて左舷着けとし、左舷船首部から直

径約８０mm、長さ約９ｍの係留索２本を送り出し、右舷船尾部から直

径約６５mm、長さ約１８ｍの係留索１本を折り返して、台船側にと

り、１５時００分ごろ船長が通船を利用して帰宅し、無人の状態と 

なった。（図３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台船に乗り組んでいた船長及び甲板員は、５日０３時００分ごろ及

び０４時００分ごろの２回、本船及び同様に台船に係留していた別の

作業船の見回りをしたとき、船体や係留状態に異状がないことを確認

した。  

台船の船長は、０６時０５分ごろ本船を見たとき、後部甲板が水没

して、機関室等に浸水が始まっているのを認めた。 

 本船は、６日、僚船のクレーン船によって吊り上げられ、防舷材取

付座がある左舷船尾部外板の喫水線付近等に破口及び亀裂が生じてい

ることが確認され、浸水防止の応急修理が行われた後に同船の甲板上

に載せられ、点検の目的で造船所に回航された。（図４参照） 

 

 

 

 

 

 

別の作業船            本船 

 

 

図３ 本船の係留状態の概略 
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（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 (1) 本船の喫水及び事故発生場所の水深に関する情報 

本船の喫水は船首約１.０ｍ、船尾約２.３ｍであり、本事故発

生場所の水深は約３.０ｍであった。 

(2) 気象及び海象に関する情報 

① 観測値では、本船係留時の１２月４日には、風向が東、風速

が２.６～４.１m/sであり、同日の夜間には、風向が南東、風速

が平均９.６m/s、最大瞬間１６.７m/s となっていた。本事故当

日の１２月５日には、風向が西から北西に変わり、本船を台船

に押し付ける状況となっていた。 

② 台船の船長は、本事故前日から当日の錨泊中、東よりから南

よりとなった風速約１０m/s の強い風、海面には東南東方からの

うねり
．．．

があって、長さ６０ｍ、幅２０ｍ、深さ４６ｍの台船が

動揺する状態であり、夜間の見回りのとき、天候の悪化により

舷側に近寄ることができなかった。また、風が、本事故当日朝

には、北よりに変化していたのを確認した。 

(3) 本事故の要因に関する情報 

① 台船の船長らは、本船が、船尾の係留索１本を右舷船尾部舷

側からとったものの、本船船尾部と台船の間に隙間がある状態

となり、強い風によって高まったうねりを受けた際に船体が動

揺して左舷船尾部が台船に繰り返し接触したので、外板に破口

等が生じたのではないかと本事故後に推測した。また、本船の

係留索の張り具合が十分でなかったかもしれないと本事故後に

思った。 

② 船長は、本事故前々日のテレビの天気予報により、本事故の

前日及び当日、天気が悪化する情報を得ていたが、沖縄島付近

を低気圧及び停滞前線が通過することを知らず、強い風が吹く

とは思わなかったので、本船の係留索の本数を増やすことまで

     

破口及び亀裂 

図４ 左舷船尾部の破口及び亀裂 

防舷材取付座 
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は考慮しなかった。 

③ Ａ社社員は、本事故当時、本船が台船と繰り返し接触し、左

舷船尾舷側の防舷材取付座及び外板が圧迫され、喫水線付近等

の外板に破口及び亀裂が生じて船尾ボイドスペースに浸水し、

同スペースから機関室に通じる電気配線貫通部から海水が浸入

したと推測した。また、船尾燃料油タンクには、後部甲板が水

没した後、同タンクの空気抜き管から海水が浸入したと推測し

た。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、辺野古埼北北西方沖において、無人の状態で台船に係留

中、東よりから南よりとなった強い風によって高まったうねりがある

状況下、船尾の係留索１本の張り具合が十分でない状態で、船体が動

揺して左舷船尾部舷側が台船に繰り返し接触したことから、外板に破

口等が生じ、海水が機関室等に浸入したものと考えられる。 

船長は、天気予報により天気が悪化する情報を得ていたが、沖縄島

付近を低気圧及び停滞前線が通過することを知らず、強い風が吹くと

は思わなかったことから、船尾の係留索１本の張り具合が十分でな 

かったものの、同係留索の本数を増やすことまでは考慮しなかったも

のと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、辺野古埼北北西方沖において、無人の状

態で台船に係留中、東よりから南よりとなった強い風によって高まっ

たうねりがある状況下、船尾の係留索１本の張り具合が十分でない状

態で、船体が動揺して左舷船尾部舷側が台船に繰り返し接触したた

め、外板に破口等が生じ、海水が機関室等に浸入したものと考えられ

る。 

再発防止策 Ａ社は、本事故後、次の措置を講じた。 

・船長は、自船を係留する際、船首及び船尾の係留索をそれぞれ２

本以上とること。 

・船長は、前記の係留方法を確実に行い、自船の係留状態を撮影し

て、作業責任者に報告して確認をとること。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え 

られる。  

・船長は、自船を係留する際、気象及び海象の変化を予測して、係

留索の本数、長さ及び張り具合を慎重に判断し、船体の大きな動

揺や移動が生じないよう適確に係留作業を行うこと。また、要す

れば、本船と係留場所の間にフェンダー等の緩衝材を設置するこ

と。 
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・船長は、気象及び海象の情報を入手する際、自船が運航する海域

の天気予報と共に、天気図により気圧配置や前線の有無を確認す

ること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

  

 

沖縄県沖縄島 

辺野古埼 

事故発生場所 

（令和５年１２月５日 

０４時００分ごろ～０６時０５分ごろ発生） 

沖縄県名護市 

× 

那覇市 

長島灯台 

名護市 


